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訳訳注注：：周周作作人人著著「「日日本本近近三三十十年年小小説説之之発発達達
――11991188 年年 44 月月 1199 日日 北北京京大大学学文文科科研研究究所所ににおおけけるる講講演演」」（（上上））

九州大学大学院「文芸・文化交渉論 D」翻訳グループ共訳：秋吉 收監修1

私たちは通常、日本文化に対して、たいてい一種の先入観を有しており、それは“模倣”から

来たという。西洋にも「日本の文明は支那の娘だ。」と言う人がいる。この言葉にはもともと原因

がないわけではないが、しかし完全に的確というわけでもない。日本の文化は、おそらく“創創造造

のの模模倣倣”であると言えるだろう。この名称は難解なようだが、イギリス人 Laurence Binyon2が著

した『亜細亜美術論』の中に日本美術を論ずる一節があり、極めて優れるのでここに書き写して

説明となす。

“一方から見れば、日本のあらゆるものはすべて支那から来たと言える。だが、そのように言

うなら、西洋各国の事はすべてユダヤ、ギリシアそしてローマから来たとも言えることになる。

世界中の民族で、極めて精緻なる創造力と感受性を必ず有してこそ、はじめて日本のような成果

を上げることができる。彼らの美術は、たとえ力を尽くして支那の作品を模倣する時も、やはり

依然として一種本来の情趣を含んでいる。彼らは何百年というもの、支那の規律に従いつつも、

またこれほど多く生気に満ちた独創的な作品が造り出せたのであり、彼らが特殊なる本来の姿と

唯一なる柔軟性（Docility）を具有することを見てとれる。もしも、誰かが Ingres（アングル）

の絵はただ Raphael（ラファエロ）を模倣したに過ぎないと言うなら、それはやはり浅薄なる見

解である。いま仮に、日本の美術はただ支那を模倣したに過ぎないと言うなら、すなわちそれも

同じく浅薄な観点である。”『The Atlantic Monthly』3一六之三4

1 本稿は、九州大学大学院地球社会統合科学府にて開講された授業「文芸・文化交渉論 D」における参加学生と担

当教員秋吉の対話の記録である。周作人（1885-1967）は、魯迅の弟としてまた日中戦争において侵略者日本に協

力した漢奸として著名であり、その負の面から特に大陸中国においては一貫して忌避されてきた。だが魯迅自身

が高く評価する周作人の文学性・学術研究は、現代においてもいまだ色褪せぬ輝きを放つ。特にその日本に対す

る研究の深さと量は当時において圧倒的であり、いまだ発掘・研究されるべき余地を多く残している。翻訳対象

としたこの文章は日本の近代文学を手際よくまとめたもので、おそらくは少なからぬ参考書をモザイク的に寄せ

集めた性格を有すると推察されるが、処々に著者の炯眼が披瀝され、大いに参考になる。先人の翻訳に公刊され

たものはなく、今回、翻訳と注釈を上梓する所以のものである。今回の翻訳はその前半の一部であり、授業にお

ける担当は、汪さん、龍さん、上ノ原さんである（敢えて詳細は省く）。なおテキストは「周作人自編文集」（止

庵校訂『芸術与与生活』、2002年、河北教育出版社）所収）「日本近三十年小説之発達―一九一八年四月十九日在

北京大学文科研究所講演」によった。
2 Robert Laurence Binyon（ロバート・ローレンス・ビニョン、1869-1943）：イギリスの詩人，美術史家。1893～
1933年，大英博物館に勤務，東洋美術の権威として『極東の絵画』Painting in the Far East（1908）を著す。

世界各地を講演してまわり，1929年には来日。詩人としてはイギリス水彩画の影響も見られる穏やかな詩風。第

一次大戦の兵士に捧げる「散ったもののために」For the Fallenはよく知られている。また『セイレン』The Sirens，
『偶像』The Idolsの２つのオードのほか，劇作やダンテの『神曲』の韻文訳も試みている。（『デジタル版 集英

社世界文学大事典』等参照）。
3 原文：《大西洋月刊》（TheAtlantic Monthly）：アメリカ合衆国の代表的な総合月刊雑誌。1857年ボストンの知

識人の間に文学、芸術、政治の雑誌として創刊。当初は命名者 O・W・ホームズ、編集長 J・ R・ローウェル

を中心にエマソン、ロングフェロー、ホイッティア等東部の錚々たる文学者が寄稿家に名を連ね、ニュー・イン
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